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研究報告書 

 症例の収集・臨床病理学的検討 
秋田大学医学部附属病院および由利組合総合病院の過去 20 年の解剖例を参照し、9 例の ATL
症例を見出した。その ATL 病型の分布は全国調査とほぼ同様の傾向を示すが、慢性型(2 例、

22%)がやや多い。最終的に 20-30 例の ATL 症例を研究対象とすることを目標とし、上記の 2
病院以外の病理解剖結果を参照中である 
分子疫学的検討・マイクロ RNA 異常の検討 
死後変化などを経て必ずしもタンパクの保存状態が良好であるとは言えない ATL 病理解剖例

で、TSLC1/CADM1 およびその関連タンパクの免疫組織化学的発現検討が可能であるか、予

備的検討として、vimentin など、保存状態のマーカーとなるタンパクに対する免疫組織化学

を施行した。その結果、各例で免疫組織化学は施行可能であることが確かめられた。 
また、HTLV-1 の分子疫学的解析サブタイプ検討のために、凍結保存検体の有無を各症例につ

き、検索中である。 
CADM1 発現抑制をきたす miRNA 候補が同定されているが（成果発表文献 3）、これらの

miRNA が ATL 病理解剖例で半定量的 PCR を用いて測定可能であるか、やはり予備的検討を

行ったところ、測定可能であることを見出した。 
CADM１異常の検討 
上記の病理解剖例につき、CADM1 免疫組織化学およびそのプロモーター領域の DNA メチル

化解析を施行中である。 
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